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Medical Care Station（メディカルケアステーション）を使った情報共有の

ための手順

手順１ メディカルケアステーションを利用して患者の情報を共有することを、事業所と

して決定する。

手順２ メディカルケアステーションを使用する事業所の従事者（＝ＭＣＳユーザー）を選

任する。

手順３ 手順２で選任したＭＣＳユーザーそれぞれとの間で「メディカルケアステーショ

ン連携情報守秘誓約書」（別紙様式第４号）を取り交わす（ＭＣＳユーザー→事業

所）

手順４ ＭＣＳユーザーの中から、最低１名以上の「ＭＣＳ管理者」を選任する。

事業所管理者自らがＭＣＳ管理者になること、また大規模な事業所においては各

部門ごとの責任者をＭＣＳ管理者として複数人を選任することも可能である。

手順５ 次の（１）から（３）の条件に同意できる場合に、手順６及び手順７を実行する。

（１）「狛江市メディカルケアステーション運用規程」及びエンブレース株式会社が定

める「メディカルケアステーションサービス利用規約」を遵守すること。

（２）当該事業所が、ＭＣＳを利用していることを市が他の医療介護関係者に公示する

ことを認めること。

（３）ＭＣＳ管理者が、ＭＣＳ内に設置する自由グループ「ＭＣＳ管理者の部屋」に参

加し、ＭＣＳの安定的な運用及び改善に継続的に参画すること。

手順６ 「多職種ネットワーク「メディカルケアステーション」（ＭＣＳ）一括登録代行申

込書」（別紙様式２）に①施設名、②郵便番号、③住所、④電話番号、⑤施設の種

類、⑥ＭＣＳユーザーの氏名、⑦性別、⑧職種、⑨ＭＣＳユーザーのメールアドレ

ス、⑩当該ＭＣＳユーザーをＭＣＳ管理者に選任する場合は「○」印を記入する。

手順７ 「メディカルケアステーション利用登録代行申込書」（別紙様式１）に、事業所管

理者の氏名、メールアドレスを記載し、手順６で作成した一括代行申込書（別紙様

式２）を添えて、狛江市福祉保健部高齢障がい課（koushikkr01@city.komae.lg.jp）

へ送信する。

手順８ 市において手順７の書類を取りまとめの上、エンブレース株式会社への事務手続

きを代行する。

手順９ エンブレース株式会社より市に利用登録完了届が通知された後、市より、

①手順７の利用登録代行申込書に記載された管理者のメールアドレスに対して、
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利用登録完了（ＩＤ及び仮パスワード）を連絡する。

②ＭＣＳ管理者に「○」印が記載されている登録者に対しては、ＭＣＳ内において

「ＭＣＳ管理者の部屋」への招待を行う。

③市ホームページに当該メディカルケアステーションを利用している事業所であ

る旨公示する。

手順 10 市より手順９の通知を受けた事業所管理者は、所属するＭＣＳユーザーに対して、

メディカルケアステーションの利用開始を連絡するとともに、ＭＣＳ管理者に対

しては、「ＭＣＳ管理者の部屋」からの招待を承認するよう指示する。

手順 11 事業所管理者からメディカルケアステーション利用開始の連絡を受けたＭＣＳユ

ーザーは、メディカルケアステーションのログイン画面から通知されたＩＤ等を

入力してログインを開始する。

手順 12 メディカルケアステーションにより情報共有を行うべき患者が発生した場合は、

当該患者の情報を保有する事業所が「連携元事業所」となり、患者（または患者

家族）に個人情報の使用同意について十分な説明を行い、「メディカルケアステー

ションの利用における個人情報使用同意書」（別紙様式３）を取り交わす（患者→

事業所 事業所→患者）。

手順 13 連携元事業所は、メディカルケアステーション内に患者グループを作成し、連携

に必要となる医療介護関係者を順次グループに招待し、具体的な患者に関する情

報共有を開始する。


